
第
38
回
日
本
高
齢
者

大
会
in
さ
い
た
ま
の
開

催
ま
で
一
か
月
と
な
り

ま
し
た
。

開
催
地
さ
い
た
ま
を

は
じ
め
、
東
京
・
近
県

の
各
地
で
、
諸
団
体
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
の
参
加
者

組
織
目
標
は
一
千
名
で

す
。
各
団
体
・
各
組
織

の
一
段
の
取
り
組
み
強

化
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
民
党
新
総
裁
に
高

市
早
苗
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
一
般
マ
ス
コ
ミ

は
、
物
価
高
に
あ
え
ぐ

国
民
の
暮
ら
し
そ
っ
ち

の
け
で
、
連
日
、
総
裁

選
の
報
道
に
明
け
暮
れ

ま
し
た
。

総
裁
選
候
補
者
は
、

党
内
向
け
の
所
信
表
明

に
終
始
し
て
、
誰
一
人

と
し
て
、
国
民
生
活
の

向
上
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
攻
撃
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
人
道
的
平

和
的
解
決
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
意
思
表
示
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
高

市
氏
は
、
麻
生
派
閥
・

旧
安
倍
派
の
力
に
頼
り
、

自
民
党
政
治
の
一
層
の

反
動
化
を
進
め
る
タ
カ

派
で
す
。

（
タ
カ
派
と
い
う
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の

ワ
シ
派
で
す
ね
）

こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
私
た
ち
は
「
高
齢

者
人
権
宣
言
」
の
精
神

と
目
標
を
改
め
て
学
び

な
が
ら
、
す
べ
て
の
年

代
の
人
々
の
協
力
共
同

の
闘
い
を
前
進
さ
せ
る

た
め
に
、
日
本
高
齢
者

大
会
で
大
い
に
学
び
、

交
流
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

初
日
の
11
日
は
10
講

座
・
６
分
科
会
・
３
移

動
分
科
会
・
夜
の
う
た

ご
え
広
場
で
す
。

戦
争
と
平
和
、
社
会

保
障
等
の
課
題
や
健
康

の
課
題
も
含
め
て
、
よ

り
良
い
日
本
社
会
の
あ

り
方
を
議
論
し
、
運
動

の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
。二

日
目
の
12
日
の
全

体
会
は
芝
田
英
昭
立
教

大
学
名
誉
教
授
の
記
念

講
演
「
戦
後
80
年
、
い

の
ち
の
尊
厳
か
ら
平
和

を
考
え
る
」
、
ま
た
初

日
に
は
、
暉
峻
淑
子
埼

玉
大
学
名
誉
教
授
の

「
い
ま
豊
か
さ
と
は
何

か
を
問
う
」
の
講
演
に

続
い
て
安
田
淳
一
監
督

の
映
画
「
ご
は
ん
」
の

上
映
会
が
あ
り
ま
す
。

差
別
と
分
断
、
戦
前

回
帰
の
危
険
な
潮
流
が

生
ま
れ
る
中
、
平
和
と

人
間
の
尊
厳
を
築
き
上

げ
る
闘
い
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ

う
!!
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第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会
を
成
功
さ
せ

平
和
と
尊
厳
を
築
き
上
げ
る
た

た
か
い
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
ょ
う
！

高齢者大会オープニング合唱団募集中

「
う
た
え
ば
元
気
！
」
を
合
言
葉
に
、
日
本
高

齢
者
大
会
２
日
目
の
11
月
12
日
（
水
）
の
全
体
会

は
圧
巻
の
３
０
０
人
を
超
え
る
大
合
唱
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

全
体
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
大
合
唱
で
飾
ろ
う

と
埼
玉
、
東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
の
３
０
０
人
の

仲
間
が
、
お
な
じ
み
の
３
曲
を
練
習
中
で
す
。

竹
内
ま
り
あ
「
い
の
ち
の
歌
」
、
橋
幸
夫
・
吉

永
小
百
合
の
「
い
つ
で
も
夢
を
」
、
梅
原
司
平
の

「
折
り
鶴
」
で
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
舞
台
に
立
っ
て
う
た

う
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

各
地
で
、
う
た
ご
え
協
議
会
加
盟
合
唱
団
に
よ

る
公
開
練
習
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
元
の
う
た
ご
え

協
議
会
、
ま
た
は
、
さ
い
た
ま
う
た
ご
え
協
議
会

に
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

さ
い
た
ま
う
た
ご
え
協
議
会
の
連
絡
先
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
ー
８
８
３
ー
１
６
３

４
（
メ
ー
ル
）P

ea
ce
a
it
am

a@
g
ma

il
.
co
m

※

参
加
費
は
合
唱
の
み
参
加
は
５
０
０
円
頂

き
ま
す
。

う
た
は
チ
カ
ラ
を
く
れ
ま
す
。
歌
っ
て
、
あ
な

た
も
高
齢
者
大
会
の
主
役
に
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。



城
南
保
健
生
協
の

「
う
た
広
場
」
「
ミ
ニ

歌
広
場
」
は
、
コ
ロ
ナ

で
の
中
断
は
あ
り
ま
し

た
が
、
長
く
継
続
さ
れ

て
い
る
活
動
で
す
。
医

療
生
協
の
職
員
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営

を
担
っ
て
い
ま
す
。

主
に
病
院
や
診
療
所

の
ス
ペ
ー
ス
を
使
い
、

地
域
の
集
会
施
設
も
使
っ

て
、
大
田
区
を
中
心
に
、

品
川
区
を
含
め
た
地
域

を
ま
わ
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
東
京
西
部
保
健

生
協
、
東
都
生
協
と
３

生
協
共
催
で
杉
並
を
会

場
に
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
９
月
は
３
回
実

施
、
10
月
は
４
回
、
11

月
と
12
月
は
２
回
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
う
た
広
場
」
は
、

城
南
医
療
生
協
職
員
の

グ
ル
ー
プ
「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
」
の
ピ
ア
ノ
と

ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
２
時

間
で
約
20
曲
を
歌
い
ま

す
。
「
ミ
ニ
歌
広
場
」

は
、
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で

30
分
で
５
曲
～
７
曲
を

歌
い
ま
す
。

配
ら
れ
る
プ
リ
ン
ト

に
は
、
歌
詞
だ
け
で
な

く
、
そ
の
歌
の
成
り
立

ち
や
歌
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
歌
が
で
き

た
こ
ろ
の
で
き
ご
と
な

ど
が
書
き
込
ま
れ
、
歌

の
意
味
や
時
代
を
知
り

な
が
ら
歌
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
う
た
広
場
」
は
歌

を
歌
う
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

毎
回
、
簡
単

な
振
り
付
け
の
あ
る
曲

が
入
っ
て
い
ま
す
。

全

て
の
歌
と
歌
の
間
に
楽

し
い
ト
ー
ク
や
掛
け
合

い
を
入
れ
て
い
ま
す
。

前
奏
の
長
い
曲
は
、
前

奏
中
に
「
曲
紹
介
」
を

行
い
ま
す
。

童
謡
、
季

節
の
歌
、
歌
謡
曲
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
、
リ
ク
エ
ス

ト
か
ら
な
ど
、
２
時
間

で
一
連
の
ド
ラ
マ
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「
う
た
広
場
」
の
取

り
組
み
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
づ
く
り
の
要

素
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
楽
し
く
声
を

出
し
て
歌
い
、
昔
を
思

い
出
し
て
歌
う
こ
と
、

プ
リ
ン
ト
か
ら
歌
に
ま

つ
わ
る
知
識
を
読
み
と

る
こ
と
で
脳
が
た
く
さ

ん
働
き
ま
す
。

振
り
付
け
や
、
手
話

や
、
立
っ
て
ス
テ
ッ
プ

を
踏
む
な
ど
、
自
然
に

体
を
動
か
す
場
が
あ
り

ま
す
。
前
に
出
て
歌
う

な
ど
ち
ょ
っ
と
緊
張
す

る
場
面
、
ト
ー
ク
、
掛

け
合
い
に
は
心
か
ら
笑

う
場
面
、
そ
し
て
歌
の

前
後
に
は
、
血
圧
測
定

な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
、
脳
ト
レ
、
体
操
な

ど
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
た
い
へ

ん
好
評
で
、
申
し
込
み

が
会
場
定
員
を
超
え
た

と
き
は
、
抽
選
を
行
っ

て
外
れ
た
方
に
は
担
当

か
ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
電
話
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
大
会
に

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」

が
登
場

第
38
回
日
本
高
齢
者

大
会
in
さ
い
た
ま
の
11

日
夜
の
う
た
ご
え
広
場

は
、
「
う
た
広
場
」
を

運
営
し
て
い
る
「
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
」
の
仲
間

が
リ
ー
ド
し
ま
す
。
高

齢
者
大
会
の
夜
、
素
敵

な
「
う
た
広
場
」
の
再

現
が
た
の
し
み
で
す
。
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歌
は
健
康
づ
く
り

歌
は
活
力

城
南
保
健
生
協
「
う
た
広
場
」

10
月
3
日
午
後
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
ブ
ラ
ッ
ツ
」
で
「
府

中
高
齢
期
連
絡
会
」
が

「
第
22
回
高
齢
期
を
考

え
る
会
」
を
開
催
、
80

名
が
参
加
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
あ
な
た
の
受
け

た
い
介
護
っ
て
?
!!

高
齢
期
は
誰
も
が
通
る

道
で
す
!
と
も
に
歩
み

ま
し
ょ
う
」
。

府
中
で
介
護
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
４
人
の

専
門
家(

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

障
害
者
相
談
支
援
員
、

訪
問
介
護
管
理
者
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
管
理
者)

が
携
わ
っ
て
い
る
各
種

の
事
業
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
て
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。

「
高
齢
者
社
会
を
支
え

『
長
寿
社
会
日
本
』

を
実
現
す
る
た
め
に
、

介
護
事
業
に
つ
い
て
予

算
措
置
を
伴
っ
た
、
抜

本
的
改
善
を
求
め
る
」

と
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

同
会
は
10
月
15
日
の

「
府
中
市
敬
老
大
会
」

参
加
者
に
も
チ
ラ
シ
を

配
布
。

チ
ラ
シ
を
見

た
と
参
加
さ
れ
た
方
も

い
ま
し
た
。
（
府
中
革

新
懇
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

第
２
１
回
高
齢
期
を
考
え
る
府
中
の
つ
ど
い

「
高
齢
期
だ
れ
も
が

通
る
道
」



（
１
）
高
額
療
養
費
制
度

高
額
療
養
費
制
度
の
全
面

見
直
し
は
、
全
世
代
型
社
会

保
障
改
革
の
一
環
と
し
て
、

年
間
約
８
０
０
万
～
９
０
０

万
人
が
利
用
し
、
重
い
病
気

の
長
期
療
養
を
支
え
て
き
た

「
命
綱
」
を
ま
る
ご
と
改
悪

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

負
担
上
限
額
は
２
０
２
５
年
・

26
年
・
27
年
８
月
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
例
え
ば
入
院
費
１

０
０
万
円
の
３
割
負
担
30
万

円
が
、
現
在
は
約
８
万
７
０

０
０
円
ま
で
軽
減
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
大
幅
に
増
額
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
（
所
得
区

分
に
よ
り
額
に
段
階
）

こ
の
見
直
し
は
、
２
０
２

５
～
28
年
度
に
社
会
保
障
費

１
兆
１
０
０
０
億
円
削
減
を

目
指
す
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
一

環
で
す
。

重
症
患
者
の
受
診
抑
制
を

引
き
起
こ
す
も
の
で
、
批
判

を
受
け
た
修
正
案
も
、
直
近

１
年
に
４
回
以
上
適
用
さ
れ

た
約
１
５
５
万
人
だ
け
据
え

置
く
も
の
の
、
最
も
負
担
が

重
い
初
期
３
カ
月
の
負
担
増

を
放
置
す
る
も
の
で
、
患
者

に
と
っ
て
到
底
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
も
の
で
す
。

一
方
、
こ
れ
に
よ
る
現
役

世
代
の
保
険
料
軽
減
は
年
１

１
０
０
～
５
０
０
０
円
（
月

92
～
４
１
７
円
、
本
人
分
46

～
２
０
８
円
）
に
留
ま
る
も

の
。参

院
選
を
前
に
凍
結
を
求

め
る
患
者
団
体
等
の
声
が
高

ま
り
ま
し
た
。
（
現
在
引
き

上
げ
は
凍
結
さ
れ
て
お
り
、

引
上
げ
を
断
念
さ
せ
る
運
動

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
）

（
２
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

保
険
証

医
療
DX
と
は
、
医
療
や
介

護
の
仕
組
み
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
よ
っ
て
変
え
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
庁
主
導
で
、
個
人
の
医
療
・

介
護
情
報
を
蓄
積
、
そ
れ
を

政
策
や
制
度
設
計
に
使
う
仕

組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
す
で
に
29
項
目
の
個
人
情

報
を
集
約
、
今
後
は
「
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
整
備
し
、
医
療
・
介

護
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
す
る

計
画
で
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
導
入
さ

れ
た
の
が
、
カ
ー
ド
裏
面
の

IC
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
た
電

子
証
明
書
を
使
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
仕
組
み
で

す
。
電
子
証
明
書
は5

年
ご
と

に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
、

失
効
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
顔

認
証
や
暗
証
番
号
入
力
な
ど

複
雑
な
操
作
が
求
め
ら
れ
、

高
齢
者
を
中
心
に
ト
ラ
ブ
ル

や
負
担
が
増
え
、
患
者
の
利

便
性
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ

く
よ
り
良
い
医
療
提
供
」
や

「
患
者
利
便
性
の
向
上
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
患
者
が

確
認
で
き
る
の
は
レ
シ
ー
ト

形
式
の
診
療
情
報
の
み
で
、

診
断
内
容
や
検
査
結
果
の
詳

細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
薬
に

つ
い
て
も
、
紙
の
お
薬
手
帳

の
方
が
有
用
と
い
う
声
が
多

く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
窓

口
で
の
誤
操
作
や
シ
ス
テ
ム

障
害
も
頻
発
し
て
お
り
、
利

便
性
向
上
ど
こ
ろ
か
混
乱
を

招
い
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
が
目
的
化
し
て
し
ま
い
、

本
来
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
後

回
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
医
療
・
介
護

情
報
の
活
用
に
は
「
一
次
利

用
」
と
「
二
次
利
用
」
が
あ

り
ま
す
。
一
次
利
用
は
、
医

療
機
関
や
介
護
施
設
、
行
政

が
本
人
の
診
療
や
介
護
の
た

め
に
使
う
も
の
で
す
。
二
次

利
用
は
、
製
薬
企
業
や
保
険

会
社
、
IT
企
業
な
ど
が
ビ
ジ

ネ
ス
目
的
で
個
人
情
報
を
活

用
す
る
も
の
で
す
。
政
府
や

経
団
連
は
こ
の
二
次
利
用
を

視
野
に
入
れ
て
お
り
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
に
集
ま
っ
た
情

報
を
企
業
に
開
放
し
て
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
保
険
商
品

の
設
計
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
定
な
ど
に
活
用
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

EU
諸
国
で
は
、
利
用
目
的

の
限
定
や
ア
ク
セ
ス
記
録
の

公
開
、
自
己
削
除
権
な
ど
厳

し
い
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
「
自
己

責
任
」
が
前
提
、
リ
ス
ク
対

策
が
不
十
分
で
す
。
米
国
で

は
メ
デ
ィ
ケ
ア
情
報
の
ハ
ッ

キ
ン
グ
被
害
も
あ
り
、
日
本

で
同
規
模
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
リ
ス
ク
を

拡
大
さ
せ
る
も
の
で
す
。
エ

ス
ト
ニ
ア
で
は
、
誰
が
自
分

の
デ
ー
タ
を
閲
覧
し
た
か
を

確
認
で
き
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
そ
の
機
能

は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
情
報

と
他
の
行
政
デ
ー
タ
を
紐
付

け
て
運
用
し
て
い
る
国
は
、

先
進
７
か
国
の
中
で
日
本
だ

け
で
す
。

医
療
・
介
護
情
報
は
命
に

直
結
す
る
個
人
情
報
で
す
。

人
権
と
倫
理
を
最
優
先
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
弱
者
を
切
り
捨

て
る
こ
と
な
く
、
紙
や
口
頭

で
の
手
続
き
を
併
存
さ
せ
る

こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
や
介
護
を
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
一
次
利
用
と
二
次

利
用
を
法
的
に
明
確
に
区
別

し
、
自
己
同
意
の
管
理
や
目

的
外
利
用
の
禁
止
、
ア
ク
セ

ス
記
録
の
公
開
、
損
害
賠
償

の
責
任
主
体
の
明
確
化
な
ど

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

制
度
改
定
は
閣
議
決
定
だ
け

で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
国

会
で
の
審
議
や
公
聴
会
を
通

じ
て
、
患
者
や
専
門
家
の
意

見
を
丁
寧
に
集
め
な
が
ら
慎

重
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
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第
33
回
東
京
の
つ
ど
い
分
科
会
・
講
座
紹
介
（
５
）

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
問
題
の

本
質
と
運
動
の
課
題
」
（第
３
講
座
）

講

師

寺
尾

正
之
さ
ん

(
公
益
財
団
法
人

日
本
医
療
総
合
研
究
所)



11
月
11
日(

火)

・

12
日(

水)

に
開
催

さ
れ
る
「
第
38
回

日
本
高
齢
者
大
会

in
さ
い
た
ま
」
に

向
け
て
、
団
体
や

地
域
で
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま

す
。今

回
の
高
齢
者

大
会
へ
の
東
京
か

ら
の
参
加
は
、
チ

ケ
ッ
ト
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

10
月
６
日
ま
で
に
、

１
０
５
の
団
体
・

地
域
・
個
人
が
延

べ
６
９
７
４
枚
の

チ
ケ
ッ
ト
を
取
得

し
、
参
加
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

府
中
高
齢
期
連
絡
会

各
団
体
が
協
力
し
て

10
月
３
日
に
「
第
21
回
高

齢
期
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を

成
功
さ
せ
た
府
中
高
齢
期
連

絡
会
は
、
三
多
摩
健
康
友
の

会
が
運
行
す
る
バ
ス
を
利
用

し
て
、
12
日
の
全
体
会
へ
の

参
加
を
中
心
に
呼
び
か
け
を

広
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

健
康
友
の
会
府
中
支
部
の
事

務
所
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
場
を
設
け

る
計
画
も
進
行
中
で
す
。

参
加
費
に
つ
い
て
は
、
年

金
者
組
合
や
健
康
友
の
会
な

ど
各
団
体
が
費
用
を
出
し
合

い
、
参
加
者
の
負
担
を
全
額

補
助
す
る
方
針
で
す
。

年
金
者
組
合

参
加
者
補
助
広
が
る

年
金
者
組
合
で
は
、
調
布

支
部
が
参
加
者
へ
の
補
助
を

目
的
に
組
合
員
へ
カ
ン
パ
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
小
平

支
部
、
清
瀬
支
部
に
続
き
、

国
立
支
部
も
ニ
ュ
ー
ス
で

「
参
加
費
は
組
合
で
負
担
し

ま
す
」
と
呼
び
か
け
る
な
ど
、

財
政
的
な
支
援
に
よ
っ
て
参

加
を
促
す
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
場

計
画
進
む

東
京
高
連
ニ
ュ
ー
ス
70
号

に
掲
載
さ
れ
た
東
村
山
の
実

行
委
員
会
に
続
き
、
港
区
、

中
野
区
、
足
立
区
、
府
中
市
、

国
立
市
な
ど
で
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

場
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
実

行
委
員
会
へ
の
登
録
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
参
加
の

呼
び
か
け
を

チ
ケ
ッ
ト
を
扱
っ
て
い
る

団
体
や
個
人
に
、
10
月
１
日

現
在
の
参
加
予
定
人
数
を
メ
ー

ル
で
確
認
し
ま
し
た
。

回
答
の
あ
っ
た
参
加
予
定

数
（
チ
ケ
ッ
ト
普
及
数
）
の

合
計
は
延
べ
１
１
０
人
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
個
人
参
加
は
延
べ
５
人
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
場
の
登
録
目
標
合

計
は
38
人
で
す
。

多
く
の
団
体
や
個
人
が
チ

ケ
ッ
ト
を
持
ち
、
参
加
を
呼

び
か
け
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
広
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
チ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し

て
参
加
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
は
ナ
ン
バ
ー
で
管

理
し
ま
す
の
で
、
余
っ
て
も

返
券
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
を
預
か
れ
る
と

い
う
場
合
は
、

k
ou
r
ei
sh
a
ta
ik
ai

.
sa

nk
a

@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

へ
、
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
参
加
を
呼
び
か

け
、
「
第
38
回
日
本
高
齢
者

大
会i

n

さ
い
た
ま
」
を
大
き

く
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

東
京
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い

ht
t
ps
:/
/
x.
gd
/t

a
ik

ai

23
区
に

は
、
各
区

に
1
箇
所

保
健
所
が

あ
り
ま
す
。

多
摩
地

域
で
は
八

王
子
市
と

町
田
市
は
、

市
に
保
健

所
が
あ
り

ま
す
が
、

残
る
28
の

自
治
体
を

た
っ
た
５

箇
所
の
保

健
所
で
担

当
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た

め
コ
ロ
ナ

感
染
の
広

が
り
に
対
応
し
き
れ
ず

深
刻
な
事
態
を
招
き
ま

し
た
。

こ
の
事
態
を
受
け
て

結
成
さ
れ
た
「
多
摩
地

域
の
保
健
所
増
設
を
求

め
る
会
」
は
団
体
署
名

を
集
め
て
、
２
０
２
３

年
11
月
、
２
０
２
４
年

5
月
の
2
回
に
わ
た
っ

て
、
東
京
都
へ
の
要
請

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
の
力

も
あ
っ
て
、
東
京
都
は

２
０
２
４
年
度
か
ら
保

健
所
に
配
置
す
る
保
健

師
を
6
名
増
員
、
各
保

健
所
に
市
町
村
連
携
課

を
設
け
て
人
員
を
配
置

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
京
都
は
、

「
住
民
に
身
近
な
保
健

サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が

行
い
、
よ
り
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
保
健
所
が

実
施
す
る
と
い
う
考
え

方
で
、
多
摩
・
島
嶼
は
、

二
次
保
健
医
療
圏
ご
と

に
一
か
所
の
保
健
所
」

と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
を
変
え
よ
う
と
し
ま

せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
「
地

域
保
健
対
策
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
指
針
」

に
は
、
「
二
次
医
療
圏

の
人
口
又
は
面
積
が
平

均
的
な
二
次
医
療
圏
の

人
口
又
は
面
積
を
著
し

く
超
え
る
場
合
に
は
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え
つ

つ
複
数
の
保
健
所
を
設

置
で
き
る
こ
と
を
考
慮

す
る
こ
と
。
」
と
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
二
次
医
療
圏

の
人
口
の
平
均
値
は
約

36
万
人
、
中
央
値
は
約

26
万
人
で
す
。
１
０
０

万
人
を
越
え
る
多
摩
府

中
保
健
所
は
ま
さ
に
こ

の
例
に
該
当
し
ま
す
。

全
国
に
は
、
１
０
０

万
人
以
下
の
医
療
圏
で

複
数
の
保
健
所
を
設
置

し
て
い
る
地
域
も
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。

「
多
摩
地
域
の
保
健

所
増
設
を
求
め
る
会
」

は
、
更
に
運
動
を
広
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
団

体
訪
問
を
開
始
し
ま
し

た
。第

1
回
の
10
月
9
日

に
は
、
東
京
民
医
連
、

東
京
社
保
協
、
年
金
者

組
合
東
京
都
本
部
、
東

京
革
新
懇
を
訪
問
し
協

力
を
要
請
、
こ
れ
か
ら

都
内
各
団
体
を
訪
問
し

運
動
を
広
げ
、
来
年
春

に
は
さ
ら
に
規
模
を
広

げ
た
対
都
要
請
を
行
う

予
定
で
す
。
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高齢者大会参加の取り組み進行中

多摩地域に保健所増設を!!

求める会が団体訪問をスタート


